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ヒュ ンマ の 戦後 。 
いつ も どおり で す 。 
ヒュ ン ケ ル が ネイ ル 村 に 来 て 、 初 め て の 秋 。 


2022.9.10 が 、 中 秋 の 名 月 だ っ た の で 、 満 月 を テー マ に 1 本 書い て み 
た の で す が 、 思 っ た より も 妖しい 方 向 に な っ て し まい まし 

た ・・・。 性 的 シー ン は な いで す が 、 話 題 に は 出 て いま す の で 、 ご 
注意 くだ さい 。 


才 談 で す が 、 最 近 は 、 月 と いう と 、 メ ルル を イメ ー ジ する こと が 多 
いで す 。 神秘 的 な 雰囲気 が 合う つの か も し れ ま せん 。 


表 算 画像 は 、A C フ ォ ト 様 。 
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秋 の 満月 は 、 1 年 で 一 番 美 し い 。 

だ か ら 、 そ の 月 を 称え て 、 祭 り を する の だ と いう っ つ 。 

ヒュ ン ケ ル が ネイ ル 村 に 来 て 、 初 め て 迎え た 秋 の 季節 に 、 マ ァ ム 
は そん な こと を 吉 っ て 、 月 の 見 える 窓辺 に 花 と 菓 子 を 供え て いた 。 
マ ァ ム は 、 窓 を 開け 、 さ っ と 、 初 秋 の 涼し い 風 を 部 屋 に 入れ た 。 
日 中 は 、 ま だ まだ つ だ る よう な 暑 さ が 残る 日 々 で あっ た が 、 陽 が 
沈む と 、 一 気 に 気温 が 下がる の が この 季節 の 特徴 だ 。 

昼間 の 太陽 に 焦がさ れ た 火照っ た 肌 に 、 夜 風 が 涼やか に 、 そ の 熱 
を 冷 ま す 。 

この 季節 独特 の 過ごし や すさ が 、 心 地 よ か っ た 。 

「 月 の 神様 っ て 、 女 神様 な ん で すっ て ね 。 」 

秋 の 野 の 花 を 束ね た 素朴 な 花束 を 硝子 瓶 に 生け な が ら 、 マ ァ ム が 
ヒュ ン ケ ル に 語り 掛け た 。 

「 月 と 狩猟 の 女神 さま 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 感心 し た よう な 声 で 答え た 。 

「 条 に 囲ま れ た この 村 に ぴっ た り だ な 。 」 

マ ァ ム も 、 彼 が 思っ た 通り の イメ ー ジ を 抱い た こと に 喜ん だ の 
か 、 嬉 し そつ な 声 を 上 げた 。 

つの 。 

それ で 毎年 、 必 ず お 供え を し て た わ 。 

それ で ね 、 月 の 神 は 女神 さま だ か ら 、 女 神さま に っ て お 花 を お 供 
えす る ん だ っ て 、 子 ども の ころ に 聞い た の 。 」 

「 そ うな の か 。 

地方 に よっ て 風習 に 違い は ある ん だ な 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 答え な が ら 、 流 石 に 地底 魔 城 に は 、 月 の 女神 を 稼 え 
る 風習 は な か っ た な と 思っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 窓 の 向こう に 視線 を 送っ た 。 

ネイ ル 村 を 囲む お 森 の 上 に 、 糧 々 と 照 る 、 明 る い 真 円 の 月 が 上 っ て 
いる 。 

欠け る と ころ の な い 満 月 だ 。 


その 神秘 的 な 光 を 瞳 に 映し て いる うつ うち に 、 ヒ ュ ン ケル は 、 ふ と 、 
誰か の 吉 葉 を 思い 出 し た 。 


一 満月 に は 、 魔 力 が ある そう で す 。 
一 魔力 ? 
ー え え 。 

人 を 狂わ せる 魔力 で す 。 

満月 の 夜 に は 、 思 いも か け な い よう な 事件 が 起こ る と 吉 わ れ て い 
ます が 、 そ れ は 月 の 魔力 に 惑わ され た か ら だ 、 と 。 

その 真 偽 は わか けり ま せん 。 

で す が 、 満 月 の 夜 は 、 確 か に 、 普 段 と は 異な る 感覚 を 、 肌 で 感じ 
ま S9。 

貴方 に も 、 お 分 か り で は あり ませ ん か ? 
= マー ぞ つ だ な 。 

地 克 魔 城 に いた アン デッド モン スタ ー た ち も 、 満 月 の 夜 は 落ち 着 
き が な く な っ て いた な ・・・。 


ーー それだけ で し た か ? 
ー ・・・ そ う 喜 うと いう こと は 、 君 も 感じ て いる の だ な 。 
ーー の は し !。 


ー な る ほど 、 確 か に 君 の 力 は 一 流 だ 。 
君 の 思っ て いる と お り だ 。 
満月 の 夜 は ・・・ 暗 黒 闘気 が 強く な る 。 
俺 が 功 いい! ころ か ら 、 そ うだ っ た 。 
あの ころ か ら 、 地 底 魔 城 の モン スタ ー た ち は 、 満 月 の 夜 に は 、 暗 
黒 闘気 が みな ぎり 、 普 段 よ り も 活発 に 、 好 戦 的 に な っ て いた 。 
ー い ま は ・・・ ど う で すか ? 
一 暗黒 闘気 の こと か ? 
ー そ うだ な ・・・ 多 少 の ざわ つき は 覚え る こと は ある が 、 そ の 程度 
だ 。 
満月 に 影響 を 受け る ほど で は な いな 。 
ー そ ぞ それなら 、 よ か っ た で す 。 
た だ 、 お 気 を 付け を 。 


貴方 は 、 と て も 目 を 引き ます 。 

特に 間 の も の か ら 見 た ら 、 ま ぶし いく らい に 。 

満月 の 夜 は 、 そ うつ いっ た 導 の も の が 強く 影響 を 受け ます 。 

貴方 の 周囲 に も 、 そ ん な 影 が 現れ る か も し れ ま せん か ら ・・・。 
ー わ か っ た 。 

忠告 、 あ り が と うっ う 。 

だ が 、 い ま 俺 が 妃 れ て いる の は 、 esM4EANSAAAL 

闇 の も の より も 、 暗 黒 闘気 より も 、 ず っ と ・・・ 恐 ろ し いも の は 
ある 。 


あれ は まだ 、 大 魔王 と の 戦い が 終わ っ て 間 も な い 頃 の こと だ っ 
た 。 

あの 戦い の 中 で 、 強 い 魔 力 に 目覚 め た 占い 師 の 少女 は 、 ヒ ュ ン ケ 
ル に そう 吉 っ て 忠告 を し て くれ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 黒 い 存在 や 導 の 勢力 を 引き 付け や すい の だ と 、 彼 
女 は 語っ た 。 

それ は 、 彼 が 長年 、 魔 王 軍 に 身 を 置い て いた せい な の か 、 あ る い 
は 彼 自 身 の 特 性 な の か は わか ら な いと 言っ て いた 。 

だ が 、 ア ン デ ッ ド モン スタ ー を 統べる 立場 で あっ た ヒュ ン ケ ル に 
と っ て は 、 彼 女 、 メ ルル の 詩 葉 は 有 に 落ち る も の で あっ た 。 

メル ル は 語っ た 。 

満月 に は 、 魔 力 が ある 、 と 。 

し か し 、 メ ルル の 詩 葉 を 聞い て も な お 、 ヒュ ン ケ ル に と っ て は 、 
真 に 恐れ る の は 、 黒 い 存 在 で も 、 導 の 勢力 で も な か っ た 。 

外 か らく る 存在 な らち ら ば 、 い くら で も 対抗 で きる 。 

真 に 恐る し い の は ーー。 

ヒュ ン ケ ル は 、 意 識 を 現在 に 戻し た 。 

そし て 、 彼 は 、 開 け 放 た れ た 窓 の 向こう つ 、 森 の 上 に 浮か ぶ 満 月 を 
見 上 げた 。 

息 と も 金 と も つか な い 光 を 放っ つて お り 、 い っ と き 、 雲 に 隠さ れ て 
も その 明る さ は は っ きり と 見 て 取れ た 。 

まる で 、 何 者 に も 妨げ る こと が で き な い と 語る か の よう な 、 強 い 
意志 の 光 の 如く 。 


それ は 、 一 部 の 欠け も な い 真 円 で あり 、 完 全 な る 美 し さ を 持っ て 
いな が ら も 、 ど こ か 、 冷 えた 恐ろし さ を 感 じ さ せ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 リ ビン グ の 椅子 に 腰かけ た まま 、 日 常に 身 を 置い 
て いる は ず で ある に も か か わら ず 、 幻 想 の 世界 に 引き 込ま れ て 行く 
よう な 錯覚 を 感じ た 。 

彼 は 、 ぼ つり と つぶ や いた 。 

「 美 し いな ・・・ 恐 ろ し いく らい に 。」 

その 吉 葉 に 、 窓 辺 に 立っ て いた マ ァ ム が 振り 返っ た 。 

そし て 、 ヒ ュ ン ケル の 眼差し を 見 る と 、 再 び 窓 の 向こう に 目 を や 
り 、 月 を 見 上 げた 。 

マ ァ ム の 背中 に 向かっ て 、 ヒ ュ ン ケル は 吉 葉 を か けた 。 

「 月 に は 魔力 が ある 、 と メル ル が 吉 っ た こと が あっ た 。 

普段 は 、 あ まり 意識 は し な い が 、 こ ん な に 大 き な が 満月 を 見 て いる 
と 、 彼 女 の 吉 っ て いた こと も 分 か る よう な 気 が す る 。 

美しい が 、 恐 ろ し い 。」 
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「 ま る で 、 見 透 か さ れ て いる よう で な ・・・。」 

そう 語る ヒュ ン ケ ル の 声 は 、 ど こ か 寂し 気 だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル の 詩 葉 を 背中 で 受け 止め な が ら 、 マ ァ ム は 彼 に 尋ね 
記 。 

「 落 ち 着 かない? 」 

2 が 1 

「・・・ 暗 黒 闘気 の せい ? 」 

た め ら い が ち に 尋ね た マ ァ アム の 問い を 、 ヒ ュ ン ケル は は っ きり と 
否定 し た 。 

「 い や 、 違 つ な 。 

も つう いま は 、 俺 の 中 に 残っ た 暗黒 闘気 は 、 わ ず か だ 。 俺 に 強い 影 
響 を 及ぼ す ほ ど で は な い 。 

多少 ・・・ ざ わ つ き は する が な 。 

どちら か と いう と 、 俺 自身 の 問題 だ 。」 

ヒュ ン ケ ル の 中 の 暗黒 闘気 は 、 完 全 に 消え て いる わけ で は な か っ 
大 。 

それ は マ ァ ム も 知っ て いた 。 そ し て 、 そ れ が 何故 な の か も 。 


ロロ イ の 谷 で も 、 バ ー ン パレ ス で も 、 ミ スト バー ン に 飲ま され 
た 、 あ る い は ミス トバ ー ン 自身 だ っ た 暗黒 闘気 は 滅 し た は ず だ っ た 
の に 。 

マ ア ァ ム は 、 振 けり 返 ら ず に 尋ね た 。 

「 ヒュ ン ケ ル 。」 

「 な ん だ 。 」 

「 貴方 が 暗黒 闘気 を 飲ん だ の は ・・・ あ の ロロ イ の 谷 が 初め て じゃ 
な か っ た の よね ・・・?.」 

お So s。 

何故 そう 思っ た ? 」 

マ ア ァ ム は 答え な か っ た 。 

答え られ な か っ た 。 

あの 戦い の 後 で 知っ た 、 ヒ ュ ン ケル と ミス トバ ー ン と の 関係 。 
ミス トバ ー ン が 、 ヒュ ン ケ ル を 自身 の 器 に する た め に 育て て いた 
加 結 8 

それ だ け 知 っ て いれ ば 、 想 像 は 容易 だ っ た 。 

つま り 、 ミ スト バー ン が 、 ヒュ ン ケ ル を 自身 の 器 に , ふ さわ し いも 
の に 育て る た め に 、 暗 黒 闘気 を 幼い ころ か ら ヒ ュ ン ケル に 馴染 ませ 
て いた で あろ つ ・・・ と 。 

黙っ て し まっ た マ ァ ム の 背中 を 見 つめ な が ら 、 ヒ ュ ン ケル も ま 
た 、 そ れ 以 上 、 彼 女 に 尋ね よう つと は し な か っ た 。 

代わ り に 、 彼 は 別 の こと を 口 に し た 。 

「 暗黒 闘気 は 、 負 の 感情 を 増幅 させ る 。 

だ が 、 恐 ろ し い の は 、 暗 黒 闘 気 じ ゃ な い 。 

> でぶ 目 学 自 時 に 、 だ 

こん な に 強い 月 を 見 て いる と 、 自 分 の 中 の 黒い 感情 まで 見 透 か さ 
れ そ う で 、 臣 る ろ る し いと 思う 。 」 

ヒュ ン ケ ル の 詩 葉 に 、 マ ァ ム は つう な ずい た 。 

「 つ ん ・・・ 確 か に 、 怖 いく らい 綺麗 、 ね 。 」 

だ が 、 同 じ 吉 葉 を 使っ て いな が ら 、 彼 女 は 、 ヒ ュ ン ケル と は 逆 の 
意味 を 口 に し て いた 。 

マ ァ ム は 窓 の 外 を 見 つめ な が ら 、 い た 。 

「 それ に 、 明 る い 。 」 


マ ア ァ ム は 吉 葉 を つづ けた 。 

「 私 、 森 に 囲ま れ て 育っ た せい な の か 、 月 を 見 る と 、 ほ っ と する 
の 。 
明る い 、 あ の 方 向 に 行け ば 大 丈夫 だ っ て 。 」 

「 そう か 、 道 し る べ に な る ん だ な 。 」 

AA つう 。 

そう し て 、 彼 女 は いっ た ん 吉 葉 を 区 切っ た が 、 ま た 吉 葉 を つづ け 
た 。 

「・・・ そ つう ね 、 確 か に 月 を 見 て いる と 、 心 の 奥底 まで 見 透 か さ れ 
そう な 気 が す る っ て いう 、 ヒ ュ ン ケル の 感覚 、 私 も 解る わ 。 

月 夜 に も や も や し ちゃ っ て 、 な ん だ か 落ち 着 か な いこ と も あっ た 
も の 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 和 驚い た よう に 聞き 返し た 。 あ まり 、 マ ァ ム か ら は 
較 か な い 内 容 の こと だ っ た か ら だ 。 

「 マ アム が 、 か ? 」 

マ ァ ム は つ な ず いた 。 

「 つ ん 。 

誰 に だ っ て 、 暗 い 感 情 っ て ある も の ね 。 

正直 に 言っ て し い U! ? 

こん な こと 嘉 っ た ら 、 ヒ ュ ン ケル は 嫌 か も し れ な いけ 
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一 瞬 、 吉 い 淀 ん だ マ ァ ム に 向かっ て 、 ヒ ュ ン ケル は 穏やか に 声 を 
掛け た 。 

「 どう し た 。 何 で も 聞く ぞ 。 」 

「 あ り が とう 。」 

マ ァ ム は 、 ヒ ュ ン ケル に 振り 返っ た 。 

そう し て 、 彼 女 は ヒュ ン ケ ル に 歩み 寄る と 、 か が みこ お よう に し 
て 、 座 っ て いる 彼 の 胸 に 頑 を 寄せ た 。 自然 、 ヒ ュ ン ケル は 、 マ ァ ム 
を 抱き し め る 形 に な る 。 

彼 の 胸元 の シャ ツ を 握り な が ら 、 ヒ ュ ン ケル の 厚い 胸板 に 類 を 寄 
せ 、 マ アァ ム は 路 い た 。 

「 あ の ね ・・・ 私 、 ヒ ュ ン ケル の こと 、 好 き な ん だ っ て 、 気 付い た 
ころ が 、 一 番 苦し く て 、 辛 か っ た の 。 


自分 の 中 の 、 真 っ 黒 な 感情 と か 、 ど ん どん 沸い て きち ゃ っ て 。 
1 、 居 か っ た し 、 交 な こと で 怒 始 し た り 。 」 
・・ そ ぞ そつ 、 だ っ た の か 。 」 

「 う ん 。 

で も 、 貢 方 が そん な 私 の 気持 ち も 全 部 含め て 受け 止め て くれ た か 
ら ・・・ 私 の こと を 丸ごと 愛し て くれ た か ら ・・・ 今 は 、 す ご く 安 
心して いる 。 

あり が と うつ 、 ヒ ュ ン ケル 。 」 

"うか ・ 。 o コ 

ヒュ ン ケ ル は 、 大 きく 息 を 吐く と 、 その まま マ ア ァ ム を 抱き 締め 続 
けた 。 

そう し て 、 マ ァ ム の 温もり を 感じ な が ら 、 ヒ ュ ン ケル も つぶ や い 
訪 。 

「 入 ほ 、 字 ども だ な ・・ ヾ ・。 

今 で も 俺 は 、 お 前 の こと に な る と 、 沙 ち 着 か な く な る こと が あ 
る 。 」 

「 そつ な の ? 心 配 ? 」 

腕 の 中 で 自分 を 見 上 げ る マ ァ ム を 見 つめ な が ら 、 ヒュ ン ケ ル は 苦 
笑 気 味 に 答え た 。 

「 お 前 が 魅力 的 すず ぎる か ら だ 。 

少し は 気 を 付け て くれ 。 」 

そう 吉 っ て 、 ヒ ュ ン ケル は 、 子 ども に する よう に 、 く し ゃ くし ゃ 
と マ ァ ム の 頭 を 撫で た 。 彼 の 言葉 に 、 一 瞬 、 燃 を 赤らめ た マ ァ ム 
だ っ た が 、 子 ども の よう に 所 で られ て 、 ぶ つっ と 類 を 膨らませ た 。 
「 も う 、 そ れ ぱ ば っ か り 。」 

マ ァ ム は 、 先 ほど の ヒュ ン ケ ル の 詩 葉 を 思い 出し 、 彼 に 尋ね た 。 
「 見 透 か さ れ そ うつ っ て 、 そ うい うつ こと な の ? 」 

「 い や 、 そ うつ じゃ な い 。 」 
「 じ やあ ・・・?」 

マ ァ ム が 見 上 げ る 中 、 ヒ ュ ン ケル は 、 彼 女 の 吾 に 手 を か けた 。 そ 
の ヒュ ン ケ ル の 瞳 に 、 鋭 い 眼光 が 宿る 。 ま る で 、 獲物 を 見 つけ た 獣 
の よう な 眼差し だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル の 上 声 が 、 低 く 響 く 。 


「 お 前 を 、 飽 きる ほど 愛し た いと 思っ て し まう 。 
どれ ほぼ ほど お 前 を 抱き し め て も 、 お 前 を 抱い て も 、 足 ら な い |!。 
誰 よ り も お 前 の 近く に いる と いつ の に な 。 


これ は 、 暗 黒 闘気 の せい じゃ な い 。 」 

Em * テラ いり 

そう し て 、 マ ァ ム の 反論 を 許さ な いか の よう に 、 彼女 の 大 を 寒い 
計ら 


強引 に 口づけ 、 ヒ ュ ン ケル は 油断 の な ら な い 笑 み を 浮か べ な が 
ら 、 マ アム に 告げ た 。 

「 だ か ら 吉 っ た だ ろう 、 恐 ろ し い の は 俺 自身 だ と 。 」 

そう し て 、 一 瞬 で 、 剣 呑 な 気配 を 消す と 、 彼 は いつ も の よう に 穏 
や か な 笑み を 浮か べた 。 

「 心配 する な 。 お 前 の 嫌がる こと は し な いさ 。 」 

する と 、 今 度 は 、 マ ァ ム が 咳 い た 。 ヒ ュ ン ケル の 胸元 に 顔 を 埋め 
て 、 そ の 表情 は うか が えな い が 、 か 細い 声 だ っ た 。 

M ・ 嫌 じゃ な いっ て 言っ た ら ? 」 

「 え ? 」 

「 吉 っ た で し ょ つう 、 私 に も 黒い 感情 は ある っ て 。 

これ を 黒い っ て 吉 っ て いしい! の か は わか ら な いん だ けど ・・・。 
0 の 

ァ ム は 、 そ こ で 豆 葉 を 区 切っ た 。 喜 いた いこ と が ある の に 、 た 

用 ます 

ヒュ ン ケ ル は 、 安 心 さ せる よう に 、 そ っ と マ ァ ム の 髪 を 撫で た 。 
する と 、 ヒ ュ ン ケル の 胸元 の シャ ツ を 握る 彼女 の 手 に 、 ぎ ゅ っ と 
力 が 込 も っ た 。 

マ ァ アム は 、 岩 える 声 で 、 嘱 く よ う に ヒュ ン ケ ル に 答え た 。 

「 お 願い 、 ヒ ュ ン ケル 。 

私 を ・・・ 愛 し て 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 息 を 飲ん だ 。 ま だ マ ァ ム は 顔 を 伏せ は た まま だ っ た 
が 、 つ うつ めき 加減 に 見 える 口元 は 、 い つも より ずっ と 紅く 見 え 、 妖 
部 ささ えも 感じ られ た 。 

マ ア ム は 咳 い た 。 

「 こ ん な こと 吉 っ た ら 、 嫌 われ ちゃ つか も っ て 思っ て ・・・。 恥ず 


か し く て 、 吉 えな く て ・・・。 

で も 、 私 も 、 貴 方 が 飲 し いと き が ある の 。 貴方 に 触れ た い 、 愛 し 
て ほし いっ て ・・・。」 

ヒュ ン ケ ル は 、 そ の まま マ ァ ム を 強く 抱き し め た 。 彼女 の 育 中 に 
腕 を 回 し 、 ぐ っ と 引き 寄せ る 。 マ ア ム の 面 が 、 ヒュ ン ケ ル の 記 に 乗 
せら れ た 。 

ヒュ ン ケ ル は つめ く よ う に 吉 っ た 。 

「・・・ そ ん な こと を 吉 わ れ た ら 、 抽 えら れ な く な る そ ぞ 。 」 

だ が 、 マ アァ ム は その 詩 葉 を 恐れ は し な か っ た 。 

「 構わ な いわ 。 

貴方 な ら ・ > o  」 

ヒュ ン ケ ル は 、 マ アァ ム を 抱き か か えた まま 、 立 ち 上 が っ た 。 彼 に 
横 抱 き に 抱え られ た マ ァ ム は 、 そ の まま 、 彼 の 首 に 腕 を 回 し た 。 

ヒュ ン ケ ル の 熱 っ ぱい 吉 葉 が 、 吐 息 と と も に 、 マ ァ ム の 耳 に 届い 
た 。 

し 二 2A 

「 う つん ・・・ 

マ ァ ム は 、 まる で 悪 虚 が ば れ た か の よう に 、 和 恥ず か し そう に つぶ 
や いた 。 

「 吉 っ ちゃ っ た ・・・。 

これ も 月 の 魔力 の せい 、 か し ら 。 」 

「 そう つか も し れん な 。 

それ で も いい さ 。 」 

マ ァ ム を 腕 に 抱き な が ら 、 ヒ ュ ン ケル は 思っ た 。 

マ ァ ム の 黒い 感情 ご と ヒュ ン ケ ル が 受け 止め て くれ た と 、 マ ァ ム 
は 吉 っ た が 、 そ れ は 逆 だ 、 と 。 マ アァ ム の 方 こそ 、 暗 黒 闘気 より も 、 
ずっ と 危険 な 感情 ご と 、 ヒ ュ ン ケル を 受け 止め て いる 、 と 。 

図ら ず も 、 そ れ は 、 月 が 暴 い た 胸 に 沈め た は ず の 、 ふ た けり の 想い 
だ っ た の か も し れ な か っ た 。 


